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町
立
保
育
所
「
あ
ゆ
み
の
そ
の
」
の

　
　
　

年
長
組
さ
ん
41
人
が
６
月
20
日
、

　
　
　

役
場
に
「
七
夕
飾
り
」
を
届
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　

出
迎
え
た
奥
田
光
治
町
長
に
、「
僕
た

ち
、
私
た
ち
の
ま
ち
を
元
気
い
っ
ぱ
い
の

明
る
い
ま
ち
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
、

大
き
な
声
で
願
い
を
託
し
ま
し
た
。

　

３
㍍
あ
る
大
き
な
笹
に
は
、
年
少
組
か

ら
年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
が
願
い
ご
と
を

書
い
た
短
冊
や
、
折
り
紙
の
織
姫
・
彦
星
、

網
か
ざ
り
な
ど
が
カ
ラ
フ
ル
に
飾
り
付
け

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

22
日
に
は
、
う
ぐ
い
す
宇
治
田
原
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
七
夕
飾
り
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
２
つ
の
七
夕
飾

り
は
、
園
児
た
ち
の

願
い
が
届
く
よ
う
、

７
月
７
日
の
七
夕
ま

で
役
場
玄
関
に
飾
ら

れ
ま
す
。

保育所園児が作った
「織姫」と「彦星」　

「けーきやさんに
　なれますように」
七夕飾りに願いを込めて

住民プール　７／15 オープン
暑い夏はクールスポットで涼しく
開場期間　７月15日日▶８月31日金（毎週火曜日は休場）
開場時間　午前10時～午後４時
入場料　　●大人＝200円
　●小・中学生＝150円
　●小人＝100円（保護者の同伴必要）

※次の方は入場料無料
・高齢者学び応援パスポートを提示した方
・障がい者の認定を受け、障害者手帳等を提示した方（付き添い必要）

【関連記事…Ｐ３】 ■問 住民体育館（☎88－4567）

　節電対策に

無料開放します

８月１日▶11日

pick up

CHECK!
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台
風
、
大
雨
に
要
警
戒

「
日
頃
の
備
え
」と「
逃
げ
る
こ
と
」が
生
命
を
守
る

雨
降
り
・
雨
上
が
り
の
、「
崖
」や「
川
」に
近
づ
か
な
い

■問 総務課･宇治田原町消防団
　（☎88－6631）
　宇治田原分署
　（☎88－5500）
　建設・環境課
　（☎88－6637）

大
雨
や
長
雨
、
台
風
が
多
い
こ
の
季
節
。
が
け
崩
れ
な
ど

の
土
砂
災
害
や
洪
水
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま

す
。
昨
年
７
月
28
日
の
時
間
雨
量
１
０
０
㍉
を
超
え
る
局

地
的
な
集
中
豪
雨
で
は
、
崖
か
ら
の
鉄
砲
水
や
山
か
ら
の

大
量
の
水
の
流
れ
出
し
な
ど
、
普
段
の
降
雨
で
は
見
ら
れ

な
い
状
況
が
発
生
し
ま
し
た
。

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
、
わ
か
ら
な
い
災
害
か
ら
生
命

を
守
る
た
め
に
は
、「
日
頃
か
ら
の
備
え
」
と
、
台
風
や
大

雨
の
際
に
「
危
険
を
避
け
る
」
行
動
が
重
要
で
す
。

今年６月21日の大雨で、土砂や木が道路に崩落（奥山田）

日
頃
か
ら
の
備
え

▲

各
世
帯
に
配
布
し
た
防
災
マ
ッ
プ
。
町

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ

と
い
う
と
き
の
家
族
の
行
動
、

安
全
な
避
難
経
路
や
避
難
場
所

を
防
災
マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
非
常
持
ち
出
し

品
も
合
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

地
域
ぐ
る
み
で
備
え
る

　

大
災
害
が
発
生
す
れ
ば
消
防

や
警
察
が
十
分
対
応
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
大
災
害

で
な
く
て
も
、
例
え
ば
家
屋
や

敷
地
へ
の
浸
水
を
防
ご
う
と
、

水
を
せ
き
止
め
る
た
め
に
は
多

く
の
人
手
が
必
要
で
す
（
土
の

う
を
一
つ
作
る
だ
け
で
も
大
変

な
作
業
で
す
）。
こ
ん
な
と
き

に
備
え
、
日
頃
か
ら
自
主
防
災

組
織
の
訓
練
に
参
加
し
、
す
ぐ

助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

家
族
会
議
の
ス
ス
メ

情
報
収
集
と
避
難

　

大
雨
や
台
風
の
際
は
、
正
確

な
情
報
と
早
め
の
避
難
が
命
を

救
い
ま
す
。

い
ち
早
く
情
報
を
入
手

▼
テ
レ
ビ
（
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
）　

リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ

ン
を
押
し
て
確
認
。

▼
パ
ソ
コ
ン　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
防
災
情
報
」
か
ら
次
の

情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

▽
京
都
地
方
気
象
台

　

http://w
w

w
.osaka-jm

a.
go.jp/kyoto/kyoto1.htm

l

▽
河
川
の
水
位
情
報
＝
京
都
府

河
川
防
災
情
報

　

http://chisuibousai.pref.
kyoto.jp/index.htm

l

▽
土
砂
災
害
警
戒
情
報
＝
京
都

府
土
砂
災
害
監
視
シ
ス
テ
ム

　

http://dosyabousai.pref.
kyoto.jp/M

udslideSupport

　
/GeneralT

op

▼
携
帯
電
話　

地
域
の
気
象
や

防
災
情
報
な
ど
を
、
京
都
府

が
配
信
し
て
い
る
「
安
心
・

安
全
メ
ー
ル
」。
登
録
はanzen

　

@
k-anshin.pref.kyoto.jp

に
携
帯
電
話
か
ら
空
メ
ー
ル

を
送
信
。

　

ま
た
、「
市
町
村
か
ら
の
情

報
発
信
」
の
画
面
で
「
宇
治

田
原
町
」
を
選
択
す
る
こ
と

で
宇
治
田
原
町
か
ら
の
安
心
・

安
全
情
報
を
受
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
ラ
ジ
オ　

停
電
し
て
も
使
え

る
ラ
ジ
オ
は
貴
重
な
情
報
源
。

危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
避
難

　

危
険
と
感
じ
た
ら
早
め
に
避

難
し
ま
し
ょ
う
。
土
砂
災
害
の

前
兆
と
し
て
、普
段
は
な
い
山
・

崖
な
ど
か
ら
の
▼
水
・
土
砂
の

噴
き
出
し
や
流
れ
出
し
▼
音
▼

に
お
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
が
あ
れ
ば
す
ぐ
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

　

雨
の
降
り
始
め
か
ら
、上
が
っ

た
あ
と
ま
で
、
崖
や
川
（
水
の

流
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
）
に
は
、

近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
目
に
見
え
な
い
危
険
が
潜

ん
で
い
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
で
避
難
情
報

　

町
か
ら
状
況
に
応
じ
て
、
地

域
ご
と
に
サ
イ
レ
ン
で
避
難
指

示
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
情
報
に
関
わ
ら

ず
、
早
め
の
自
主
避
難
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
準
備
情
報　

避
難
の
た

め
の
準
備
を
呼
び
か
け
。
避

難
に
時
間
が
か
か
る
方
は
避

難
を
開
始
す

る
。

▼
避
難
勧
告　

災
害
の
発
生

す
る
可
能
性

が
高
ま
っ
た

と
き
。
避
難

を
始
め
る
。

▼
避
難
指
示　

災
害
発
生
の

危
険
性
が
非

常
に
高
い
と

き
。
直
ち
に

避
難
。

川
遊
び
に
は
注
意

①
水
の
深
さ
、
流
れ
の
速
さ
な
ど

に
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

②
大
雨
後
の
川
は
、
い
っ
た
ん

水
位
が
下
が
り
、
穏
や
か
な

よ
う
に
見
え
て
も
、
流
れ
が

速
く
大
変
危
険
で
す
。

③
一
人
き
り
や
、
子
ど
も
だ
け

の
川
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
雨
で
濁
っ
た
川
、
堰せ
き

な
ど
河

川
の
施
設
に
は
、
絶
対
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
地
域
の
皆
さ
ん
の
見
守
り
、

声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
は
伐
採
し
て
く
だ
さ
い

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り

出
し
や
倒
木
で
、
歩
行
者
や
自

動
車
の
通
行
に
支
障
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
強
風
・
大
雨

時
の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
、

次
の
状
況
が
見
ら
れ
る
土
地
の

所
有
者
は
、
樹
木
の
伐
採
や
枝

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
土
地
は
樹
木
の
伐
採
を

①
道
路
、
歩
道
へ
樹
木
が
張
り

出
し
て
い
る
。

②
枯
れ
木
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ

る
通
行
へ
の
障
害
が
あ
る
。

ま
た
は
、
そ
の
恐
れ
が
あ
る

③
竹
木
の
繁
茂
に
よ
る
通
行
へ

の
障
害
が
あ
る
。
ま
た
は
、

そ
の
恐
れ
が
あ
る
。

作
業
時
の
注
意
事
項　

▼
電
線
や

電
話
線
が
あ
る
箇
所
の
作
業
は
、

事
前
に
関
西
電
力
の
営
業
所
ま

た
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
支
店
に
連
絡
し
、

立
ち
合
い
の
も
と
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
▼
作
業
の
際
は
、
通

行
す
る
車
両
・
自
転
車
や
歩
行

者
の
安
全
と
、
樹
木
か
ら
の
転

落
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

サイレンの鳴り方
（吹鳴） 約１分 約１分

（休止） 約５秒 約５秒

「安心・安全メール」
登録申込み用アドレス
ＱＲコード

あなたの街の近くで便利なJAです。 ちょきんぎょ®

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

広報うじたわら 平成24年７月号03

節電目標

15％以上
平成22年度夏季
使用電力を基準

夏の

節電
昨
年
以
上
に
電
力
不
足
が
予
想
さ
れ
る
今
年
の
夏
。
瞬
間
的
な
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
平
日
の

昼
間
を
中
心
に
節
電
が
必
要
で
す
。
節
電
に
あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
の
い
る
ご

家
庭
で
は
、
熱
中
症
に
十
分
気
を
付
け
て
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。（
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
状
況
に
よ
り
、節
電
目
標
が
変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

無
理
な
く
効
率
的
な

節
電
に
努
め
て
く
だ
さ
い

　

家
庭
で
消
費
電
力
が
最
も
大

き
い
の
は
エ
ア
コ
ン
。
次
に
冷

蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
照
明
と
続
き

ま
す
。
消
費
電
力
が
大
き
い
電

化
製
品
の
節
電
が
効
果
的
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
可

能
な
範
囲
で
の
効
率
的
な
節
電

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
く
れ
ぐ
れ
も
熱
中
症

に
は
十
分
気
を
つ
け
て
、
無
理

の
な
い
範
囲
で
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

■問 建設･環境課（☎88－6639）

家
電
の
消
費
電
力
を
測
定
し
て

上
手
に
節
電

　

ま
た
、
町
で
は
家
庭
で
の
電

化
製
品
の
消
費
電
力
な
ど
を
測

定
で
き
る
機
器
の
貸
出
し
（
無

料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

毎
日
の
電
力
の
状
況
は

「
で
ん
き
予
報
」
で
確
認

電気予報のイメージ

安 定 やや厳しい 厳しい 非常に厳しい

　

関
西
電

力
で
は
、毎

日
の
電
力

の
需
給
状

況
を「
で
ん

き
予
報
」

で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

状
況
に
応

じ
て
「
非

常
に
厳
し

い
」「
厳
し

い
」「
や
や

厳
し
い
」「
安
定
」
の
４
段
階

を
イ
ラ
ス
ト
で
表
示
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

住
民
プ
ー
ル
を

ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
に

　

電
力

使
用
量

が
ピ
ー

ク
と
な

る
昼
間

は
、
図

書
館
や

買
い
物

な
ど
の

ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト（
涼
し
い
所
）

に
出
掛
け
、
で
き
る
だ
け
ご
家

庭
で
の
電
気
を
使
わ
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
住
民
プ
ー
ル
を
ク
ー

ル
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
８
月
１
日

～
11
日（
７
日
は
除
く
）の
間
、無

料
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
お

そ
ろ
い
で
涼
み
に
来
場
く
だ
さ
い
。

開
放
期
間　

８
月
１
日（
水
）～

11
日（
土
）〔
※
７
日
は
休
場
日
〕

利
用
時
間　

午
前
10
時
～
午
後

４
時

役
場
の
節
電
対
策

　

役
場
庁
舎
を
は
じ
め
町
有
施

設
の
電
力
使
用
量
の
削
減
を
図

る
た
め
、「
夏
季
節
電
実
行
計

画
」
を
定
め
、
空
調
・
照
明
機

器
等
の
節
電
対
策
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

計
画
期
間　

６
月
18
日
（
月
）
～

９
月
28
日
（
金
）

電
力
使
用
量
削
減
の
取
組

▼
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
拡
大
（
毎

週
月
・
水
曜
日
の
週
２
回
へ
。

特
別
月
間
の
８
月
は
毎
日
実
施
）

▼
エ
ア
コ
ン
運
転
時
間
の
制
限

▼
午
後
１
時
～
３
時
の
会
議
の

抑
制
▼
事
務
室
内
の
節
電
（
一

部
蛍
光
灯
の
取
外
し
。
正
午
～

午
後
１
時
の
消
灯
等
）

pick up

8月1日▲ 11日まで 無料開放

節電チェックシート

ステップ

１ 基本となる節電の項目 節電効果
（削減率）

エアコン ＊エアコンの控過ぎによる熱中症などに気をつけて、無理のない範囲で節電しましょう

■室温は28℃を目安に設定する（設定温度を２℃あげた場合）

■ 無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使用する

■＂すだれ＂や＂よしず＂などで、窓からの日差しを和らげる

冷蔵庫
■ 冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間を
　できるだけ減らし、食品を詰め込み過ぎない

テレビ
■ 省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げ、使用時間
　を２／３に控える

照明
■日中は照明を消して、夜間も照明をできるだけ減らす

温水洗浄便座（暖房便座）
■ 便座保温・温水のオフ機能、タイマー節電機能を利用する。
　機能がなければコンセントからプラグを抜くことも有効

炊飯器
■ 早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊いて、冷蔵庫で保存

待機電力
■リモコンの電源ではなく本体の主電源を切り、長時間使わない
　機器はコンセントからプラグを抜く

10%
10%
50%

２%

２%

５%

いずれかの対策で
１%未満

２%

２%

節電効果は、在宅世帯の日中の最大使用時（約1,200Ｗ）に対する目安です（資源エネルギー庁推計）。

ステップ

２ さらに効果を高める節電の項目

エアコン
■フィルターを定期的に（２週間に１回程度）掃除する

■ 冷房時に家族が一緒の部屋で過ごす

冷蔵庫
■ 壁との間に適切な間隔を空けて設置する

パソコン
■ 省エネモードに設定し、不要な時は消す

照明
■電球を替えるときは電球型蛍光灯やＬＥＤを選ぶ

■ 容量の80％程度を目安にまとめ洗いをする

洗濯機

電気ポット
■お湯の保温はやめ、必要な分をその都度沸かす

■節電のための家事スケジュールを立てる。午後１時～４時を避けて電気製品を使用する

ライフスタイル

■ 外出や旅行による節電。図書館、お買いもの、プールなどクールスポットへ出かける

掃除機
■ 紙パック式はこまめにパックと交換する。昼間はピーク時はモップやほうきを使う

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

７
月
２
日
㊊
～
９
月
７
日
㊎
ま
で
の

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
８
時
、

特
に
午
後
１
時
～
４
時
の

節
電
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平日の電気の使われ方（イメージ）

節電を
お願いしたい時間帯

全体

9　　13　16　　20（時）
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茶の里　伝言板

Town information & news

第
37
回
宇
治
田
原
町
品
評
会

　
　
　
　
　
　

高
品
質
の
お
茶
が
勢
ぞ
ろ
い

か
ぶ
せ

茶
の
部

最
優
秀
に
２
年
連
続
、下
岡
清
富
さ
ん（
立
川
）

玉
露
の
部
は
並
木
泰
義
さ
ん（
荒
木
）
が
最
優
秀

　

第
37
回
宇
治
田
原
町
茶
品
評

会
が
６
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
京
都
や

ま
し
ろ
宇
治
田
原
町
支
店
で
開

か
れ
、
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
新
茶

の
出
来
栄
え
が
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
か
ぶ
せ
茶
の
部
に

10
点
、
玉
露
の
部
10
点
、
て
ん

茶
の
部
10
点
、
煎
茶
の
部
に
２

点
が
出
品
。
京
都
府
農
林
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
所
の

吉
田
一
夫
所
長
を
審
査
長

に
、
茶
業
関
係
機
関
の
専

門
家
が
、
出
品
茶
一
つ
ひ

と
つ
の
外
観
（
茶
葉
の
形

状
・
色
つ
や
な
ど
）、
香

気
（
お
茶
の
香
り
）、
水

色（
お
茶
の
色
）、滋
味（
お

茶
の
味
な
ど
）
を
入
念
に

審
査
し
ま
し
た
。

　

吉
田
審
査
長
は
「
本
年

は
、
平
均
気
温
が
年
明
け

か
ら
平
年
よ
り
低
く
経
過

し
た
た
め
新
芽
の
始
動
が

遅
く
な
り
、
茶
業
研
究
所

に
お
け
る
一
番
茶
萌
芽
日
は
、

前
年
よ
り
２
日
遅
く
、
平
年
よ

り
３
日
遅
い
４
月
９
日
。
４
月

後
半
の
気
温
は
や
や
高
め
に
推

移
し
た
も
の
の
、
茶
摘
み
の
時

期
も
平
年
よ
り
や
や
遅
く
な
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
出
品

さ
れ
た
お
茶
は
、
生
産
者
皆
様

の
ご
努
力
に
よ
り
、
外
観
、
内

質
と
も
に
優
れ
て
い
ま
し
た
」

と
講
評
し
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者（
敬
称
略
）

▼
か
ぶ
せ
茶
の
部

▽
最
優
秀
賞
＝
下
岡
清
富
（
２

０
０
点
）
▽
優
秀
賞
＝
奥
谷
輝

夫
（
１
９
９
点
）
▽
優
良
賞
＝

森
口
雅
至
（
１
９
７
点
）
▽
佳

良
賞
相
当
＝
奥
谷
明
（
１
９
６

点
）▽
佳
良
賞
＝
垣
内
茂
喜（
１

８
９
点
）
▽
佳
良
賞
＝
並
木
秀

樹
（
１
８
９
点
）

▼
玉
露
の
部

▽
最
優
秀
賞
＝
並
木
泰
義
（
２

０
０
点
）
▽
優
秀
賞
＝
下
岡
清

富
（
１
９
８
点
）
▽
優
良
賞
＝

覀出
勇
（
１
９
６
点
）
▽
佳
良

玉露の外観を厳しくチェックする審査員

「小中連携・一貫教育あり方検討会議」発足
委員１３名決まる ■問教育委員会教育課　☎88－5850

小中連携・一貫教育

業
大
学
教
授
）

▼
副
委
員
長
＝
大
嶋
良
孝
（
維

孝
館
中
学
校
校
長
）

▼
委
員
＝
▽
阪
本
伊
三
雄
（
公

募
委
員
）
▽
潮
見
博
司
（
区
長

会
長
）
▽
谷
村
稔
（
元
社
会
教

育
委
員
）
▽
梅
﨑
聡
子
（
田
原

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
▽
西
出
淳
子

（
宇
治
田
原
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

▽
杉
村
佳
彦
（
維
孝
館
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
）
▽
辰
本
静
治
（
田
原

小
学
校
長
）
▽
増
田
千
秋
（
宇

治
田
原
小
学
校
長
）
▽
本
田
奈

希
（
う
ぐ
い
す
宇
治
田
原
幼
稚

園
教
諭
）
▽
谷
口
郁
子
（
町
立

検
討
会
議
の
委
員
（
敬
称
略
）

▼
委
員
長
＝
西
川
信
廣
（
京
都
産

校
で
学
ん
で
良
か
っ
た
な
あ
」
と

言
え
る
、
町
ぐ
る
み
の
小
中
連

携
・
一
貫
教
育
を
目
指
し
、
委
員

の
皆
さ
ん
が
検
討
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

具
体
的
な
審
議
内
容

❶
こ
れ
か
ら
の
宇
治
田
原
町
を
担

う
「
子
ど
も
像
」

❷
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、「
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い
わ
れ
る
不

安
や
課
題
を
解
消
す
る
手
だ
て

❸
子
ど
も
た
ち
が
一
層
意
欲
的
に

学
び
、
生
き
生
き
と
生
活
す
る

９
年
間
の
学
校
教
育

❹
町
の
教
育
環
境
と
子
ど
も
た
ち

の
学
力
・
生
活
実
態
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
小
中
連
携･

一
貫
教
育

　

宇
治
田
原
町
の
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
が
、
確
か
な
学
力
と
将
来

へ
の
見
通
し
を
持
ち
、
主
体
的
に

生
き
抜
く
心
豊
か
な
人
に
成
長
し

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
進
め
て
い

る
「
小
中
連
携
・
一
貫
教
育
」。

田
原
・
宇
治
田
原
小
学
校
と
維
孝

館
中
学
校
の
教
育
を
一
層
滑
ら
か

に
接
続
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習

や
生
活
に
対
す
る
向
上
意
欲
を
さ

ら
に
高
め
る
「
９
年
間
の
義
務
教

育
」
と
す
る
た
め
、「
小
中
連
携
・

一
貫
教
育
あ
り
方
検
討
会
議
」
で

審
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
会
議

は
今
年
度
、
数
回
を
予
定
。
子
ど

も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
ち
、「
宇
治
田
原
の
小
・
中
学

せっかく付けても動かなければ… 
住宅用火災警報器の維持管理をお忘れなく

　住宅火災から大切な命を守るため設置されている
住宅用火災警報器。万が一の際に効果を発揮するた
めには、適切な維持管理が必要です。
　取扱説明書をよく読んで、
定期的に自主点検
を行いましょう。

■問宇治田原分署
　 　☎88－5500

毎月１回の定期点検をしましょう
　毎月１回程度の目安で、鳴動テスト
を行いましょう。点検方法は、本体
のひもを引くものやボタンを押す
もの、または自動試験機能のあるものなど、機種

によって異なります。取扱説明書やメーカーの
ホームページで確認してください。

機種によって違う電池の交換時期をチェック
　リチウム電池を使用しているものは、５年から
10年が電池交換の目安となります。点検時や、
機器が音やランプで電池切れを示している場合
は、電池を交換してください。
　また、交換期限と電池寿命が同じものがありま
す。説明書で確認してください。

本体の清掃も忘れずに
　特に感知部付近が汚れていると、火災を感知
しにくくなることや、誤作動することがあります。
１年に１回は、乾いた布で汚れをふき取りましょ
う。

花火を楽しく安全に遊びましょう！

　夏の風物詩「花火」。子どもたちにとって楽しみ
な季節になりました。しかし、気軽に楽しめる花火
も、取扱いを誤ると火事や火傷などの事故につな
がります。実際に昨年度、花火が原因の火災は全
国で69件発生しています。
　事故が起こらないよう十分注意して、夏の楽しい
思い出にしましょう。 

花火を安全に遊ぶポイント▲

風が強いときは花火をしない。

▲

周りに家や建物、燃えやすいものがない広くて
　安全な場所を選ぶ。

▲

子どもたちだけでなく、大人と一緒に遊ぶ。

▲

水バケツを用意して、遊び終わった花火は必ず
　水につける。

６月20日に第１回目の会議を開催。各委員に西出維久雄教育
長より委嘱状が交付され、事務局より今後のスケジュールな
どが説明されました。

保
育
所
長
）
▽
光
嶋
隆
（
教
育

委
員
会
教
育
次
長
）

賞
＝
大
川
正
泰
（
１
９
４
点
）

▽
佳
良
賞
＝
並
木
秀
樹
（
１
９

０
点
）

▼
て
ん
茶
の
部

▽
優
秀
賞
＝
並
木
秀
和
（
２
０

０
点
）
▽
優
良
賞
相
当
＝
並
木

孝
佳
（
１
９
８
点
）
▽
優
良
賞

相
当
＝
並
木
秀
樹（
１
９
７
点
）

▽
佳
良
賞
相
当
＝
並
木
秀
和

（
１
９
２
点
）
▽
佳
良
賞
相
当

＝
並
木
廣
隆
（
１
９
１
点
）
▽

佳
良
賞
相
当
＝
並
木
久
枝
（
１

８
８
点
）
▽
佳
良
賞
＝
新
井
章

弘
（
１
８
７
点
）

▼
煎
茶
の
部

▽
優
秀
賞
＝
藤
田
治
之
（
２
０

０
点
）

※「
相
当
」
と
あ
る
の
は
、「
同

一
生
産
農
家
で
同
種
類
の
茶

が
２
点
以
上
入
賞
し
た
場
合

に
、上
位
１
点
に
限
定
す
る
」

と
い
う
開
催
要
領
に
基
づ
く

も
の

■問
Ｊ
Ａ
宇
治
田
原
町
支
店
（
☎

８
８-

２
０
３
４
）／
産
業
振
興

課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

こちら消防分署

広報うじたわら 平成24年７月号05

今年度の「町単独土木事業」を施工する箇所
が決まりました ■問建設・環境課　☎88－6637

平成24年度町単独土木事業

　

町
内
の
道
路
や
側
溝
等
の

改
良
を
目
的
に
、
国
や
府
の

補
助
を
受
け
ず
に
町
が
単
独

で
行
う「
町
単
独
土
木
事
業
」。

こ
の
事
業
の
施
工
箇
所
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

こ
の
施
工
箇
所
は
、
各
区

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
を
も

と
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
主
要
町
道

新
設
改
良
事
業
」
で
は
、
主

要
な
町
道
の
利
便
性
や
安
全

性
を
確
保
す
る
た
め
、
事
業

を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
。

主
な
施
工
箇
所

▼
町
単
独
土
木
事
業

▽
南　

１
の
８
号
線
舗
装
補

修
（
上
ノ
山
地
内
）
ほ
か

３
か
所

▽
郷
之
口　

郷
之
口
鷲
峰
山

線
通
行
安
全
帯
設
置
（
贄

田
地
内
）
ほ
か
６
か
所

▽
荒
木　

３
の
16
号
線
路
肩

補
修
（
東
出
地
内
）
ほ
か

３
か
所

▽
岩
山　

４
の
１
号
線
路
肩

改
良
（
中
出
地
内
）
ほ
か

７
か
所

▽
禅
定
寺　

禅
定
寺
奥
山
田

線
舗
装
補
修
ほ
か
６
か
所

▽
立
川　

郷
之
口
湯
屋
谷
線

落
石
対
策
（
谷
地
内
）
ほ

か
５
か
所

▽
湯
屋
谷　

丸
山
湯
船
線
落

石
対
策
（
尾
華
地
内
）
ほ

か
４
か
所

▽
奥
山
田　

木
元
線
舗
装
補

修
（
平
野
地
内
）
ほ
か
１

か
所

▽
高
尾　

９
の
10
号
線
雨
水

対
策(

向
坂
地
内)

ほ
か

１
か
所

▽
緑
苑
坂　

12
の
１
号
線
街

路
樹
剪
定

▼
主
要
町
道
新
設
改
良
事
業

▽
郷
之
口
湯
屋
谷
線
道
路
拡

幅
改
良
（
用
地
補
償
・
拡

幅
改
良
）

▽
８
の
14
号
線
道
路
拡
幅
改

良
（
拡
幅
改
良
）

新名神高速道路「大津～城陽間」の
事業再開について ■問建設・環境課　☎88－6639

新名神高速道路

　

宇
治
田
原
町
を
含
む

「
大
津
～
城
陽
間
」
は
、

平
成
14
年
に
「
抜
本
的

見
直
し
区
間
」
に
指
定

さ
れ
、
事
業
が
中
断
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
年

４
月
に
事
業
の
再
開
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

道
路
の
完
成
目
標
年

度
は
平
成
35
年
度
に
設

定
さ
れ
、
完
成
に
向
け

て
事
業
が
進
め
ら
れ
ま

す
。

　

町
と
し
て
も
、
地
元

協
議
を
行
い
建
設
に
伴

う
諸
課
題
に
適
切
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

 Health insurance

国保
後期高齢

　問・申戸籍・保険課　☎88－6634

　

町
の
国
民
健
康
保
険
に
ご
加

入
の
40
歳
以
上
の
方
へ
、
６
月

末
に
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）
の
「
受
診
券
（
さ
く
ら
色
の

用
紙
）」
と
「
受
診
票
」
を
郵
送

し
ま
し
た
。「
受
診
券
」
と
「
受

診
票
」、「
保
険
証
」
を
持
っ
て

直
接
、
医
療
機
関
で
、
９
月
29

日
ま
で
に
受
診
く
だ
さ
い
。
期

限
間
近
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
、

早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

40
歳
以
上
対
象

国
保
の
特
定
健
診

９
月
末
ま
で
に
受
診
を

な
お
、人
間
ド
ッ
ク
申
込
者
（
脳
・

肺
ド
ッ
ク
除
く
）
に
は
、
郵
送

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

町
国
保
で
は
、
国
が
定
め
る

検
査
項
目
に
加
え
て
、
独
自
に

腎
機
能
や
肝
機
能
の
検
査
と
、

貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
を
追

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
尿
酸
・
尿
素
窒
素
検
査

を
全
員
に
行
う
項
目
と
し
て
設

定
し
、
疾
病
等
の
早
期
発
見
に

努
め
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
特
定
健
診
の
結

果
を
も
と
に
、
特
定
保
健
指
導

（
※
）
の
対
象
者
を
選
定
し
ま

す
。

対
象　

40
歳
以
上
の
国
保
被
保

険
者
（
昭
和
12
年
８
月
１
日
～

昭
和
48
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の

方
）

実
施
期
間　

７
～
９
月

健
診
項
目　

❶
基
本
的
な
健
診

項
目
▼
診
察
（
問
診
・
身
体
計

測
・
理
学
的
所
見
・
血
圧
測
定
）

▼
尿
検
査
▼
脂
質
検
査
▼
肝
機

能
検
査
▼
腎
機
能
検
査
▼
代
謝

系
検
査
▼
貧
血
検
査
▼
心
電
図

検
査

❷
医
師
の
判
断
に
よ
り
必
要
に

応
じ
て
追
加
す
る
項
目
▼
眼
底

検
査

自
己
負
担　

１
，０
０
０
円
。
70

歳
以
上
の
方
と
平
成
24
年
度
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料

※
特
定
保
健
指
導
…
対
象
者
が

健
康
状
態
を
自
覚
し
、
生
活

習
慣
の
改
善
の
た
め
の
自
主

的
な
取
組
を
継
続
的
に
行
え

る
よ
う
、
町
の
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
が
中
心
と
な
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か
け
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

75
歳
以
上
の
方
の
健
診

10
月
末
ま
で
に
受
診
を

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご

加
入
の
75
歳
以
上
の
方
の
健
診

を
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の
期

間
で
行
い
ま
す
。

申
込
み　

申
込
書
を
戸
籍
・
保

険
課
に
提
出

受
診
方
法　

申
し
込
ま
れ
た
方

に
は
、
受
診
票
（
問
診
票
）
を

配
布
。「
受
診
票
」と「
保
険
証
」

の
２
点
を
持
っ
て
医
療
機
関
で

期
限
内
に
受
診

対
象　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
被
保
険
者
（
昭
和

12
年
７
月
31
日
以
前
生
ま
れ
の

方
）
で
医
療
管
理
中
で
な
い
方

実
施
期
間　

７
～
10
月

健
診
項
目　

❶
基
本
的
な
健
診

項
目
▼
診
察
（
問
診
・
身
体
計

測
・
理
学
的
所
見
・
血
圧
測
定
）

▼
尿
検
査
▼
脂
質
検
査
▼
肝
機

能
検
査
▼
腎
機
能
検
査
▼
代
謝

系
検
査
▼
貧
血
検
査
▼
心
電
図

検
査

❷
医
師
の
判
断
に
よ
り
必
要
に

応
じ
て
追
加
す
る
項
目
▼
眼
底

検
査

自
己
負
担　

無
料

平成24年度　 後期高齢者健康診査申込書
私は下記のとおり後期高齢者健康診査を申し込みます。また、
受診結果は、今後保健指導等に活用するため、保険者に提供され
ることに同意します。

平成　　年　　月　　日
フリガナ

氏 名 男
女

明治・大正・昭和　　　　年　　　月　　　日（満　　歳）生年月日
宇治田原町住 所

　　　　　　　　　―電話番号

（切り取り）

（
切
り
取
り
）

（
切
り
取
り
）

宇治田原町域 
　延長＝５.７㎞

湯屋谷会館の南にある法面。表土がむき出し
になっている部分に対策工事が施工されます。

平成24年度　 後期高齢者健康診査申込書
私は下記のとおり後期高齢者健康診査を申し込みます。また、
受診結果は、今後保健指導等に活用するため、保険者に提供され
ることに同意します。

平成　　年　　月　　日
フリガナ

氏 名 男
女

明治・大正・昭和　　　　年　　　月　　　日（満　　歳）生年月日
宇治田原町住 所

　　　　　　　　　―電話番号

新名神高速道路
事業中区間 事業開始決定区間

■問 ･■申総務課（☎88－6631）

宇治田原の今を伝える情報紙

「町民の窓」

有料広告を
募集します



July 2012 06

子育て通信

■問地域子育て支援センター（☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４）

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援センター」
を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談も受け付けて
います。（平日／午前９時30分～午後４時）

７月の子育て支援センター事業
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

６ ７

13 14121110９８

20 21191817

27 282625242322

29 30 31

５４３２

1615

子育てサークル活動日
たんぽっぽサークル
18日（水）10：30～
子育て支援センター
ママ＇sアクション
25日（水）10：30～
みんなの家

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ネンネ広場

臨床心理士による
子育て相談（要予約）

　17日（火）10：00～正午
　子育て支援センター スライム

保育士ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ヨチヨチ広場

10：00～正午
みんなの家

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子

 ・まいまいヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

まいまい
おでかけ広場

健康体操

文化センター
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

みんなの家
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

　　今月の保健･予防案内
一般・乳幼児健康相談○予 　10日（火）、31日（火）　〈受付〉午前９時～午後４時
献血　17日（火）　〈受付〉午前10時～11時30分
乳児健康診査　23日（月）　〈受付〉午後１時～１時30分
三歳児健康診査　30日（月）　〈受付〉午後１時～１時30分
場所 いずれも保健センター

○予 ＝要予約

　子 どもを産むことは素晴らしいこと。親になることは

　　　素敵なことです。妊娠中から、正しい知識をきちん

と身に付けて、安心して出産・育児が迎えられるようにす

ること、そしてパパをはじめ、周囲のサポート体制をしっ

かり作っておくことが大切ですね。

予約制

文化センター
10：00～正午

ノーバディーズ･パー
フェクト･プログラム

予約制

文化センター
10：00～正午

ノーバディーズ･パー
フェクト･プログラム

予約制

文化センター
10：00～正午

ノーバディーズ･パー
フェクト･プログラム

予約制

文化センター
10：00～正午

ノーバディーズ･パー
フェクト･プログラム

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止ぱふぱふ人形劇

水あそび

保健師
■問 保健センター（☎88－6636）

こんにちは

　元気はつらつ！ 若返り塾〔７月〕
地　区　場　所 時　　　　間開　催　日

高 尾 公 民 館 午後 2 時～4 時３日（火）

■問在宅介護支援センター（☎88－5784）

持ち物
・おにぎり・お茶
・エプロン
・三角布

もうすぐママになるあなたへ

です

食中毒に要注意

消費期限を確認する。肉、
魚、野菜などの生鮮食品
は新鮮なものを購入する。

子育て支援センター
10：30～正午

奥先生による
わらべうたあそび

わらべうた

リズムあそび

七夕飾り

保育所ホール
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

ミルクもち、きゅうり
の干しエビ炒め　　　

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00
子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！

松本先生による
親子体操

リフレッシュ
しましょう
動きやすい服装で

ファミサポ
交流会

お花の寄せ植え
をします。

予約制
雨天決行

出産・育児を迎えられるように安心
　して

プレパパへのメッセージ

妊娠・出産・育児の初期は、パパは、ママのサポートに

徹することが大切です。妻が母親になったということは、

夫も父親となったのです。

・禁煙は、パパになる第１歩

・妊娠中のつらさを理解する

・「だらだらしている」など言わない

・できるだけ早目に帰宅する

・家事分担を見直す

・話しを聞く
・頑張ったママをパパは誉める

妻をサポートする６つのポイント

家庭でできる予防の６つの

Point

ポイント

　食中毒の原因となる菌が、増殖しやすい季節となりました。次のポイントを
きちんと守り、家庭の食中毒を予防しましょう。

Point　1

買い物
冷凍や冷蔵が必要な食品
はすぐに冷凍・冷蔵庫に
入れる。

Point　2

保　存

手をしっかりと洗う。
生の肉や魚を切った後の包丁やまな板
は必ず洗って熱湯消毒する。

Point　3

調理前

食中毒菌の多くは加熱で死滅する。目安は、中心部の温度が
75℃（ノロウイルスには85℃）で１分間以上加熱。電子レンジ
を使うときは、熱の伝わりにくいものは、時々かき混ぜる。

Point　4

調　理

Point　5
清潔な手で、清潔な器具・清潔な食器に盛り付ける。温かいもの
は温かい（65℃以上）うちに、冷たいものは冷たい（10℃以下）
うちに食べる。

残った食品はきれいな容器で保存。冷蔵する場合は早く冷えるよ
う浅い容器に小分けする。温め直すときは75℃以上で十分に加
熱。ちょっとでも怪しいと思ったら食べずに捨てる。

Point　6

残った
食　材

食　事

食中毒予防
の３原則

食中毒菌を
　「①つけない　②増やさない　③やっつける」

郷 之 口 会 館 午後 2 時～4 時13日（金）

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午５日（木）、17日（火）

５日（木） 午後 2 時～4 時荒 木（やすらぎ荘）

南 公 民 館 午後 2 時～4 時６日（金）

２日（月） 午前10時～正午岩 山 会 館

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午19日（木）

13日（金） 午前10時～正午禅 定 寺 会 館

立 川 公 民 館 午前10時～正午12日（木）

６日（金） 午前10時～正午湯 屋 谷 会 館

奥 山 田 会 館 午後 2 時～4 時２日（月）

広報うじたわら 平成24年７月号07

　食 改の窓　食を通じた健康管理

（１人分） エネルギー 25kcal　蛋白質 0.5ｇ　脂質 0.1ｇ　カルシウム 26mg　塩分 0.3ｇ

No.136　ピーマンのはりはり漬け

彩りがきれいでゆっくり
よくかんで食べましょう!!

 今月の食改さん

上辻　光代さん
 第６班（奥山田）

　暑い時にあと一品
何かほしいなぁ？て
ときにおすすめで、
さっぱりした風味で
食べやすいです。

材　料

青ピーマン…25g
赤ピーマン…25g
にんじん…20g
切り干し大根…15g
＊納豆こんぶ…2g

作り方

１ 小鍋でＡをひと煮立ちさせて
冷ましておく。

２ ピーマンは種とへたを取り
除き、縦に長さ２㌢くらい
の千切りにし、ゆでる。

３ にんじんは長さ２㌢くらい
の千切りにし、ゆでる。

４ 切り干し大根は水につけて
戻し、水気を切って２㌢く
らいの長さに切り、ゆでる。

５ ①に②③④と納豆こんぶを
ほぐしながら入れて、混ぜ
合わせ、味をなじませる。

（４人分）

暮らしの

情報
I N FO RMAT I ON

■問＝問合せ先　■申＝申込先

日　月　火　水　木　金　土

１　 ２ 　 ３　 ４　 ５ 　 ６　 ７

８　 ９ 　10　 11　 12　 13　 14

15　 16　 17　 18　 19　 20　 21

22　 23　 24　 25　 26　 27　 28

29　 30　 31

７月

募　

集

社協通信

■問 ･■申社会福祉協議会 ☎88－3294・FAX88－4094

第47回　一人親家庭のつどい

対　象　一人親家庭の中学生以下の子どもさんと保護者
日　時　７月30日月　午前７時45分～午後５時30分
内　容　・「なにわの海の時空館」と「コンペイトウミュージ
　　　　　アム」見学
　　　　 ・ホテル大阪ベイタワー51階でランチバイキング
集　合　総合文化センター　　申込締切　７月20日金
参加費　１人 500円（当日徴収）　　　持ち物　水筒
協　力　町民生児童委員協議会

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　レクリエーションを通じて、親子のふれあいと
一人親家庭相互の交流を深めましょう！
　ぜひ、ご参加くださいね。

こ
ち
ら
消
費
生
活
相
談
窓
口

夏
の
消
費
生
活
注
意
報
！

　

夏
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
冷
感
タ
オ
ル
に
よ
る
皮
膚
ト

ラ
ブ
ル　

品
質
保
持
の
た
め
の

防
腐
剤
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
メ
ー
カ
ー
は
薬
剤
を
変

え
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
注
意

書
き
を
よ
く
読
み
、
長
時
間
の

密
着
使
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

▼
冷
蔵
庫
の
整
理　

消
費
期
限

が
確
認
で
き
る
よ
う
、
詰
込
み

過
ぎ
な
い
。
詰
込
み
は
庫
内
の

冷
却
効
果
を
下
げ
電
力
を
浪
費
。

▼
園
芸
用
農
薬
の
事
故　

除
草

剤
や
殺
虫
剤
は
扱
い
方
を
誤
る

と
重
大
な
事
故
に
。
使
用
や
保

管
、
廃
棄
の
方
法
が
不
明
な
場
合

は
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合
わ
せ
を
。

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー

ン
の
ボ
ー
ナ
ス
払
い　

保
険
の

年
払
い
な
ど
を
こ
の
時
期
に
設

定
し
て
い
る
場
合
は
、
無
理
な

く
返
済
で
き
る
か
確
認
を
。

７
月
の
消
費
生
活
相
談
日

10
・
24
日
（
火
）
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

７
月
の
多
重
債
務
法
律
相
談

▼
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
日

（
金
）
▼
京
田
辺
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
17
日
（
火
）
▼
木
津

川
市
役
所
北
別
館
13
日
（
金
）

い
ず
れ
も
午
後
４
時
～
７
時

▼
八
幡
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

３
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０

５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
）

■問
府
山
城
広
域
振
興
局
消
費
生

活
相
談
窓
口
（
☎
２
１-

２
４

２
６
）／
産
業
振
興
課
（
☎
８

８-

６
６
３
８
）

身
体
障
が
い
者
相
談

日
時　

整
形
外
科
＝
７
月
４
・

11
・
18
・
25
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

ス
ポ
ー
ツ

熱
中
症
に
ご
注
意
を

　

熱
中
症
は
、
気
温
・
湿
度
が

高
く
、
風
が
無
い
と
き
に
運
動

を
行
う
と
起
こ
り
ま
す
。
重
度

に
な
る
と
、
意
識
が
無
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
熱
中
症
の
予
防
に
次
の
３

点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
❶
体

調
の
悪
い
と
き
の
外
出
を
控
え

る
❷
吸
収
性
や
通
気
性
の
よ
い

服
装
に
す
る
❸
の
ど
が
渇
く
前

に
こ
ま
め
に
水
や
ス
ポ
ー
ツ
ド

リ
ン

ク
で

水
分
を

補
給
す
る
。

■問
住
民
体
育

館
（
☎
８
８-

４
５

６
７
）

体
振
ス
ポ
ー
ツ
入
門

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
出
場
す
る

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
選
手
を
育

て
た
指
導
者
と
、
膝
や
腰
な
ど

身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
水
中

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
21
日
（
土
）
午
前

９
時
～
10
時
30
分
（
８
時
30
分

集
合
。
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止
）

場
所　

住
民
プ
ー
ル
全
面
使
用

講
師　

内
山
勇
さ
ん
（
京
都
府

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
協
会
強
化
担

当
常
任
理
事
）

内
容　

▼
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
談
話
等

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者
（
高

校
生
以
上
）

参
加
料　

１
人
３
０
０
円

定
員　

先
着
50
名

申
込
み　

参
加
料
を
添
え
て
申

込
書
を
提
出

申
込
期
限　

７
月
16
日
（
月
）

■問
・
■申
体
育
振
興
会
事
務
局

（
住
民
体
育
館
内
☎
８
８-

４
５

６
７
）

健　

康

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
後
に

重
い
病
気
に
な
っ
た
事
例
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
17
～
21
年

度
は
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

の
ご
案
内
を
行
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
新
た
な
ワ
ク
チ
ン

が
開
発
さ
れ
、
現
在
は
日
本
脳

炎
の
予
防
接
種
が
通
常
ど
お
り

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

接
種
の
ご
案
内
も
再
開
し
、

今
年
度
は
３
歳
、
８
歳
、
９
歳

の
方
に
対
し
通
知
し
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
の
年
齢
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

標
準
的
な
接
種
の
場
合

対
象
者　

▼
６
か
月
以
上
７
歳

６
か
月
未
満
▼
９
歳
以
上
13
歳

未
満
の
方

望
ま
し
い
接
種
時
期　

▼
３
歳
で

２
回
▼
４
歳
で
１
回
▼
９
歳
で

１
回

特
例
措
置
で
接
種
で
き
る
方

特
例
対
象
者　

平
成
７
年
６
月

１
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生

ま
れ

接
種
時
期　

生
後
６
か
月
以
上

20
歳
未
満
の
間

■問
・
■申
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）

節
目
の
が
ん
検
診

対
象
者
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

郵
送

　

日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
と

な
っ
て
い
る
が
ん
。
し
か
し
、

最
近
は
、
医
学
の
進
歩
で
治
る

が
ん
も
増
え
て
い
ま
す
。
特
に

▼
乳
が
ん
▼
子
宮
頸
が
ん
▼
大

腸
が
ん
は
、
早
期
発
見
・
治
療

で
治
る
確
率
が
高
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
３
種
類
の
が
ん

の
検
診
が
、
無
料
で
受
け
ら
れ

る
ク
ー
ポ
ン
券
を
対
象
者
に
送

付
し
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
対
象
者

▼
20
歳
＝
平
成
３
年
４
月
２
日

～
平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
25
歳
＝
昭
和
61
年
４
月
２
日

～
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
30
歳
＝
昭
和
56
年
４
月
２
日 

～
昭
和
57
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
35
歳
＝
昭
和
51
年
４
月
２
日 

～
昭
和
52
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
40
歳
＝
昭
和
46
年
４
月
２
日

～
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ

乳
が
ん
、
大
腸
が
ん
検
診
対
象
者

▼
40
歳
＝
昭
和
46
年
４
月
２
日

～
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
45
歳
＝
昭
和
41
年
４
月
２
日

～
昭
和
42
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
50
歳
＝
昭
和
36
年
４
月
２
日

～
昭
和
37
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
55
歳
＝
昭
和
31
年
４
月
２
日

～
昭
和
32
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
60
歳
＝
昭
和
26
年
４
月
２
日

～
昭
和
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ

■問
健
康
長
寿
課（
☎
８
８-

６
６

３
６
）

対象者のうち本年４月20日現在の在住者あてに送付。これ以降の
転入者はご連絡ください。クーポン券をお渡しします。

　　酢…大さじ1
　　しょうゆ…小さじ2/3
Ａ　砂糖…小さじ1
　　みりん……小さじ1
　　塩……少 （々0.2g）

＊納豆こんぶとは？
細切りにした昆布を水に10分ほど漬けて
昆布から出てくる納豆のようなねばりが
でてきた状態のことです。

受診券番号
乳がん－0001

交付年月日
　平成24年７月２日
氏名
生年月日

住所　〒
宇治田原町
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休館日　毎週火曜日
　16日（月・海の日）
　26日（木・館内整理日）
おはなし会
　①14日（土） 11：00～
　②28日（土） 11：00～

今月の予定

■問 町立図書館（☎88－5852）図 書 館 だ よ り

『
仕
事
人

　

バ
ッ
ト
短
く
、息
長
く
』

大
道
典
嘉 

著

　

イ
チ
ロ
ー
選
手
な
ど
世

界
で
注
目
さ
れ
る
プ
ロ
野

球
選
手
は
何
人
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
道
選
手
は

23
年
も
の
長
い
期
間
、
現

役
で
活
躍
し
ま
し
た
が
、

目
立
つ
こ
と
は
な
く
、
静

か
に
引
退
し
て
い
っ
た
選

手
の
一
人
で
す
。

　

本
著
で
は
、
自
ら
の
信

念
や
考
え
方
を
溢あ
ふ

れ
ん
ば

か
り
の
思
い
を
込
め
語
っ

て
い
ま
す
。

　
「
バ
ッ
ト
短
く
、息
長
く
」。

こ
の
言
葉
に
彼
の
野
球
人

生
の
す
べ
て
が
凝
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。

『
時
間
割
の
む
こ
う
が
わ
』

小
浜
ユ
リ 

著

　

皆
さ
ん
は
不
思
議
な
体

験
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

　

こ
の
お
話
に
登
場
す
る

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
に
は
、

不
思
議
な
出
来
事
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
死
ん
だ
友
達

の
幽
霊
を
見
る
よ
う
に
な
っ

た
男
の
子
。
ネ
コ
と
し
ゃ

べ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
女

の
子
。

　

登
場
す
る
５
人
の
子
ど

も
た
ち
の
、
不
思
議
で
心

が
温
か
く
な
る
体
験
を
の

ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

読
ん
で
み
た
い

　
　
　

こ
の
一
冊

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

大人のための文化講座

７月19日木 　午前10時～正午
総合文化センター　研修室２

pick
up

　宇治田原にゆかりのある信西を
描いた 絵巻物「平治物語絵」。実際に巻物
を使い、その取り扱い方や資料の読み方、
平治物語と信西について学びます。

お
知
ら
せ「再出発を見守り　支える社会に」。７月は社明運動

「全国強調月間」

　

犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
。
過

ち
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え
て

い
け
る
地
域
を
つ
く
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
一
部
の
人
た
ち
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
す
べ
て
の

人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

▼
ど
う
し
て
犯
罪
や
非
行
が

起
き
て
し
ま
う
の
か
▼
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
を
か
な
え
る
た

め
に
、
今
、
何
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
、
そ
し
て
▼
自
分
に

は
何
が
で
き
る
の
か―

を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

第
62
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
綴
喜
地
区
研
修
大
会

日
時　

７
月
19
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
～

場
所　

井
手
町
自
然
休
養
村
管

理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
容　

▼
「
心
の
家
路
」
ビ
デ

オ
上
映
▼
子
育
て
・
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
中
西
実
さ
ん
に
よ
る

講
演
「
人
間
て
素
晴
ら
し
い
」

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

ふ
と
ん
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス

　

ふ
と
ん
の
衛
生
管
理
が
難
し

い
方
を
対
象
に
ふ
と
ん
を
丸
洗

い
し
ま
す
。
ふ
と
ん
を
自
宅
ま

で
取
り
に
伺
い
、
洗
っ
た
の
ち

お
届
け
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

・
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯

・
老
衰
、
心
身
の
障
が
い
・
疾

病
な
ど
の
理
由
に
よ
り
寝
具

類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方

利
用
料　

１
回
５
０
０
円
（
ふ

と
ん
上
下
２
枚
ま
で
）。た
だ
し
、

羽
毛
、
羊
毛
等
の
特
殊
な
布
団

は
、
追
加
料
金
が
必
要

申
込
期
限　

７
月
17
日
（
火
）

■問
・
■申
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）

ご
存
じ
で
す
か

便
利
な
住
基
カ
ー
ド

　
「
写
真
つ
き
」の
住
基
カ
ー
ド

は
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で

き
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
や
銀
行

口
座
の
開
設
な
ど
、
本
人
確
認

の
必
要
な
手
続
き
に
便
利
で
す
。

　

７
月
９
日
か
ら
は
、
他
市
町

村
に
住
所
を
移
し
た
後
も
、
住

基
カ
ー
ド
を
継
続
し
て
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
基
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申

請
も
利
用
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
の
に

必
要
な
電
子
証
明
書
の
取
得
に

は
、
別
途
申
請
が
必
要
（
手
数

料
５
０
０
円
）。

申
請
方
法　

原
則
本
人
が
、
次

の
も
の
を
窓
口
に
持
参
し
申
請

※
申
請
か
ら
交
付
ま
で
２
週
間

必
要

申
請
時
に
必
要
な
も
の　

▼
本
人

確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
）
▼
印
鑑

▼
写
真
１
枚
（
縦
４
・
５
㎝
×

横
３
・
５
㎝
。
無
帽
、
無
背
景
、

正
面
、
６
か
月
以
内
に
撮
影
）

▼
手
数
料
５
０
０
円
（
カ
ー
ド

交
付
時
）

■問
・
■申
戸
籍･

保
険
課（
☎
８
８-

６
６
３
４
）

京
都
府
じ
ん
臓
機
能
障
が
い

者
通
院
交
通
費
支
給
制
度

対
象　

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
の

あ
る
方
で
、
医
療
機
関
で
慢
性

透
析
療
法
を
受
け
る
た
め
通
院

し
て
い
る
方

支
給
額　

月
額
１
万
円
を
越
え

た
通
院
交
通
費
（
バ
ス
・
電
車

等
の
公
共
交
通
機
関
の
運
賃
）

の
１
／
２

※
申
請
に
は
、
医
療
機
関
で
の

通
院
証
明
書
等
が
必
要

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

農
地
バ
ン
ク
登
録
制
度

　

町
と
町
農
業
委
員
会
で
は
、

耕
作
放
棄
地
等
の
解
消
を
目
的

に
「
農
地
バ
ン
ク
登
録
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
に
な
っ
て
い
る

農
地
を
、
借
り
た
い
と
希
望
す

る
町
内
農
家
さ
ん
に
あ
っ
せ
ん

し
て
い
ま
す
。

■問
・
■申
町
農
業
委
員
会
事
務
局
・

産
業
振
興
課（
☎
８
８-

６
６
３

８
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
更
新
講
習
・
認
定
試
験

　

公
共
下
水
道
や
町
が
設
置
し

た
浄
化
槽
に
接
続
す
る
た
め
の

宅
内
排
水
設
備
工
事
は
、
町
指
定

工
事
店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。そ
の
指
定
工
事

店
の
指
定
要
件
と
な
る
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
の
更
新
講

習
・
認
定
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

更
新
講
習

申
請
書
配
布　

京
都
府
下
水
道

協
会
よ
り
更
新
対
象
者
に
送
付

受
付
期
間　

７
月
２
日
（
月
）
～

17
日
（
火
）

受
付
場
所　

上
下
水
道
課　

更
新
講
習
日
・
場
所　

10
月
12
日

（
金
）
京
都
Ｊ
Ａ
会
館

認
定
試
験

申
請
書
配
布
・
受
付
場
所　

上
下

水
道
課

受
付
期
間　

７
月
２
日
（
月
）
～

17
日
（
火
）

受
験
講
習
日　

11
月
４
日
（
日
）

認
定
試
験
日　

11
月
11
日
（
日
）

講
習
・
試
験
場
所　

い
ず
れ
も
京

都
Ｊ
Ａ
会
館

■問
・
■申
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３
３
７
）

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
分
担
金

第
１
期
分
の
納
入
の
お
願
い

　

下
水
道
の
受
益
者
と
、
町
が

平
成
21
・
22
年
度
に
浄
化
槽
を

設
置
し
た
方
に
、
公
共
下
水
道

受
益
者
負
担
金
お
よ
び
浄
化
槽

整
備
分
担
金
の
第
１
期
分
の
納

付
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
期
日

ま
で
に
取
扱
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　

年
払
い
や
全
額
一
括
払
い
の

納
付
を
希
望
さ
れ
た
方
も
、
１

年
分
ま
た
は
全
額
を
、
第
１
期

の
納
期
に
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

高
校
通
学
補
助
金
制
度

定
期
の
写
し
を
忘
れ
ず
に

　

町
内
に
在
住
し
、
高
校
（
専

修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
を
含

む
）
に
バ
ス
通
学
を
し
て
い
る

生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
通
学

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
毎
年
１
月
に
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
ご
使

用
の
「
通
学
定
期
の
写
し
（
各

学
期
・
各
月
分
）
等
」
が
必
要

で
す
。
期
限
の
終
了
し
た
定
期

券
は
、
返
却
す
る
前
に
必
ず
写

し
を
残
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

定
期
の
写
し
が
な
い
期
間
や

バ
ス
カ
ー
ド
の
内
容
に
日
付
の

な
い
期
間
は
、
補
助
対
象
外
と

な
り
ま
す
。
写
し
や
バ
ス
カ
ー

ド
を
紛
失
し
た
場
合
も
同
じ
で

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
の
詳
細
は
「
町
民
の
窓
12

月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎
８
８-

５
８
５
０
）

７
月
10
～
19
日
は
府
民
防
犯
旬

間　

安
心・安
全
な
ま
ち
づ
く
り
へ

　

７
月
10
日
～
19
日
は
府
民
防

犯
旬
間
で
す
。
ひ
っ
た
く
り
や

振
り
込
め
詐
欺
・
悪
徳
商
法
等

の
犯
罪
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識
を

高
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
総
務
課（
☎
８
８-
６
６
３
１
）

平
へ い

治
じ

物
も の

語
がたり

絵
え

詞
ことば

の世界

講　師　府立山城郷土資料館資料課長
　　　　田中淳一郎さん
対　象　町内在住・在勤者
定　員　先着15名

■問･■申町立図書館／教育委員会（☎88－5850）

男
住基　太郎

綴喜郡
宇治田原町

宇治田原町大字荒木小字西出10番地

宇治田原町　　　　　　　TEL：07 7 4（88）663 4

写真つき住基カード

広報うじたわら 平成24年７月号09

モニター通信

広報モニター
下岡　弘子さん（立川）

　

「
信
西
入
道
塚
」

 

維
中
前
の
バ
ス
停
か
ら

　
　
　
「
鷲
峰
山
、
金
胎
寺
」

の
案
内
板
を
た
ど
っ
て
歩
く

と
、
左
側
に
「
大
道
寺
跡
」、

右
斜
め
向
か
い
側
に
「
信
西

入
道
塚
」
が
、
ひ
っ
そ
り
と

建
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平

清
盛
」
で
、
俳
優
阿
部
サ
ダ

ヲ
さ
ん
演
じ
る
信
西
。
映
像

で
見
る
と
、
そ
の
人
物
像
が

鮮
明
な
の
は
、
役
ど
こ
ろ
の

演
技
力
で
し
ょ
う
か
。

　

再
度
、
訪
れ
て
解
説
を
読

む
と
、「
藤
原
信
西
（
道
憲
）

は
平
治
元
年（
１
１
５
９
年
）、

源
義
朝
ら
の
ク
ー
デ
タ
ー
を

知
り
田
原
の
領
地
に
逃
げ
込

ん
だ
が
、
追
っ
て
き
た
源
氏

の
軍
兵
に
殺
害
さ
れ
る
」
と

あ
り
ま
す
。
６
月
初
め
の
放

送
で
は
、
保
元
の
乱
で
平
清

盛
、
源
義
朝
と
と
も
に
勝
者

と
な
っ
た
信
西
は
、
朝
廷
で

強
い
権
力
を
持
ち
、
負
け
組

の
人
々
に
罪
名
を
下
し
ま
す
。

そ
し
て
、親
子
、叔
父
で
あ
っ

て
も
平
清
盛
、
源
義
朝
に
斬

首
を
命
じ
る
と
い
う
、
な
ん

と
も
切
な
い
シ
ー
ン
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
人
物

が
、
ま
た
逃
げ
る
立
場
と
な

り
、
こ
の
宇
治
田
原
の
地
で

生
涯
を
終
え
ま
す
。
こ
の
地

は
古
く
か
ら
金
胎
寺
へ
の
参さ

ん

詣け
い

道
で
あ
り
、
信
西
の
所
領

で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
大

道
寺
地
域
か
ら
信
楽
へ
逃
げ

る
つ
も
り
が
、
力
尽
き
て
か

自
害
し
た
と
い
う
説
も
あ
る

よ
う
で
す
。
大
道
寺
の
人
々

は
、
塚
を
築
い
て
信
西
の
菩

提
を
弔
っ
た
と
さ
れ
て
お

り
、
先
人
た
ち
が
供
養
に
努

め
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

大
正
５
年
８
月
、
有
志
の

方
々
が
大
破
し
た
塚
を
修
理

し
、
現
在
に
至
り
ま
す
が
、

周
囲
は
整
備
さ
れ
て
お
り
、

地
域
住
民
に
よ
り
草
が
刈
ら

れ
、
美
し
く
保
た
れ
て
い
ま

す
。

まちかどほっとナウ
Ujitawara  Town  Topics 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

６
月
19
日
、
京
都
府
開
庁
記
念
日
記
念
式
典
に

　

お
い
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　宇治田原小学校では、学年ごとにＰＴＡ学級委員主催で
趣向をこらした親子行事が行われています。
　天候に恵まれた６月２日、多数の親子が参加して２年生の
学年行事が開催されました。参加者は、スポーツ推進委員
３人の方の指導を受けながら、スマイルボウリング、キンボー
ル、ドッチビーなどを通じて交流しました。
　子どもたちは、レーンの真ん中のトンネルを潜らせピンを
当てるというニュースポーツ、スマイルボウリングに挑戦。
中央のトンネルに潜らすだけでも四苦八苦。ピンに当たると
大喜びしていました。大人たちは、２年生の子供が入りそう
なほどの大きなボールを使うスポーツ、キンボールにチャレ
ンジ。キンボールは、１チームは４人で、３チームが試合を
します。あるチームの３人が輪になり腰をかがめ腕をあげて
ボールを持ち、残りの１人が他のチームを指名しながら手で
ボールを打ちあげます。指名されたチームがボールを取りに
行き、落とすと他のチームに得点が入るというもの。私も、
やってみたのですが全身を使い、楽しかったです。参加者の
皆さんも子どもと楽しい時間を過ごせたと思います。

【広報モニター（緑苑坂）　内海ひとみさん】

　６　／　２
大人も子どももニュースポーツで交歓
宇小２年学年行事

募　

集

「
人
権
標
語
作
品
」
募
集

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
と
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
目

指
し
、
人
権
標
語
を
募
集
し
ま

す
。

応
募
資
格　

小
学
５
年
生
以
上

の
町
内
在
住
・
在
勤
者

募
集
内
容　

人
権
の
大
切
さ
や

思
い
や
り
、
差
別
や
い
じ
め
の

根
絶
、
命
の
尊
さ
な
ど
、
人
権

啓
発
に
関
す
る
標
語

部
門　

▼
小
学
生
の
部
▼
中
学

生
の
部
▼
一
般
の
部

応
募
点
数　

制
限
な
し

応
募
方
法　

▽
①
標
語
作
品
②

住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④

年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
小
・
中
学

生
は
学
校
名
・
学
年
を
記
入（
様

式
不
問
）
の
う
え
、
郵
送
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
持
参
▽
ま
た
は
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民

館
に
設
置
の
応
募
箱
（
応
募
用

紙
備
付
け
）
へ
投
函

応
募
期
限　

９
月
30
日（
日
）〔
当

日
消
印
有
効
〕

表
彰　

部
門
別
に
数
点
、
入
選

作
品
を
選
定
。
入
選
者
に
は
賞

状
・
記
念
品
を
贈
呈
。
12
月
上

旬
の「
第
４
回
人
権
の
つ
ど
い
」

で
表
彰

そ
の
他　

作
品
は
自
作
か
つ
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。
入
選
作

品
の
著
作
権
は
町
に
帰
属
。
応

募
作
品
の
返
却
不
可
。
応
募
作

品
は
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
展
示
。
入

選
作
品
は
啓
発
物
品
に
活
用
予

定■問
・
■申
総
務
課（
☎
８
８-

６
６

３
１
・
〒
６
１
０-

０
２
８
９

荒
木
西
出
10
・
Ｅ
メ
ー
ル soum

u
@

tow
n.ujitaw

ara.kyoto.jp

）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
バ
ス

展
示
作
品
募
集

　

福
祉
バ
ス「
な
ご
み
号（
北
ル
ー

ト
・
高
尾
ル
ー
ト
）」
車
内
に

絵
画
を
展
示
し
、「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

バ
ス
」
と
し
て
運
行
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
の
楽
し

い
絵
画
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

町
内
在
住
の
小
学

校
就
学
前
の
子
ど
も

展
示
枚
数　

４
枚
（
４
名
）

絵
画
サ
イ
ズ　

Ｂ
３
（
縦
36
㎝

×
横
51
㎝
）
以
内

テ
ー
マ　

ま
ち
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
茶
ッ
ピ
ー
」

運
行
予
定　

９
月
（
１
か
月
間
）

展
示
場
所　

福
祉
バ
ス「
な
ご
み

号
」
車
内
広
告
枠

応
募
期
限　

７
月
26
日
（
木
）

応
募
方
法　

作
品
の
裏
面
に
①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
保
護
者

氏
名
⑤
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
郵
送
ま
た
は
持
参

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選

考
に
よ
り
展
示
作
品
を
決
定

■問
・
■申
企
画
・
財
政
課
（
☎
８

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

テ
ー
マ　
「
人
と
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
」。
人
と
動
物
（
哺
乳
類
、

鳥
類
、
爬
虫
類
の
ペ
ッ
ト
に
限

る
）
と
の
愛
情
あ
ふ
れ
た
作
品

作
品
規
格　

四
ツ
切
。
カ
ラ
ー
・

白
黒
ど
ち
ら
も
可
。
パ
ソ
コ
ン

プ
リ
ン
ト
可

応
募
資
格　

府
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

募
集
期
限　

７
月
31
日
（
火
）

■問
・
■申
府
健
康
福
祉
部
生
活
衛

生
課（
☎
０
７
５-

４
１
４-

４
７

６
３
）

講　

座

ゆ
か
た
着
付
け
教
室

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
の
18

才
以
上
の
女
性

定
員　

先
着
10
名

日
時　

７
月
26
日
（
木
）・
27

日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
和

室内
容　

ゆ
か
た
の
着
方
、
着
せ

方
。
各
種
の
帯
結
び
の
基
本
を

楽
し
く
学
ぶ

講
師　

宇
佐
美
ま
り
さ
ん

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

み
ん
な
で
宇
治
田
原
の
環
境

と
自
然
を
考
え
よ
う

田
原
川
の
生
き
も
の
た
ち

日
時　

８
月
２
日
（
木
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
集
合

内
容　

田
原
川
に
入
り
、
川
の

生
き
物
や
水
質
を
調
査

講
師　

阪
本
伊
三
雄
さ
ん
（
環

境
生
物
研
究
会
会
長
）

対
象　

町
内
在
住
・
在
勤
者

※
親
子
で
の
参
加
歓
迎
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
必

要
■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

平
成
24
年
度
市
町
村
・
地
域
自
治
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　

上　

辻　

重　

継
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
）

　猿丸神社で、火焚き祭が行われました。
　毎年６月と12月の13日に営まれるこの祭事。
　この日は、お正月から半年間に参拝者が願いを込めて奉
納した火焚串約6500本が焚かれました。勢いよく燃える火

の中に「家内安
全」「無病息災」

「景気回復」な
どの願いが書か
れた串が、約２
時間かけて投げ
込まれ、成就が
祈願されました。

　６　／　13
「無病息災」「景気回復」を祈願
猿丸神社「火焚き祭」

　　茶ッピー

８-

６
６
３
２
）



　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

先
月
、
歴
史
を
歩
こ
う
！
宇

治
田
原
Ｄ
Ｅ
ハ
イ
キ
ン
グ
（
町

体
育
振
興
会
主
催
）
に
参
加
し

ま
し
た
。
大
道
寺
か
ら
御
栗
栖

神
社
方
面
12
㌔
の
ゆ
っ
た
り

コ
ー
ス
と
家
康
伊
賀
越
え
の
道

方
面
22
㌔
の
健
脚
コ
ー
ス
に
約

90
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た

　

宇
治
田
原
い
い
と
こ
探
検
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
を

回
れ
る
よ
う
に
コ
ー
ス
が
選
定

さ
れ
、
ま
た
、
宇
治
田
原
い
い

と
こ
案
内
人
の
方
が
同
行
さ
れ

コ
ー
ス
沿
道
の
史
跡
や
貴
重
種

植
物
な
ど
に
つ
い
て
も
解
説
し

て
い
た
だ
く
な
ど
、
た
だ
歩
く

だ
け
で
な
く
町
の
歴
史
な
ど
が

学
べ
る
よ
う
に
趣
向
が
凝
ら
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

朝
９
時
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

を
出
発
。
立
川
大
道
寺
か
ら
工

業
団
地
の
中
畑
を
越
え
て
黒
豆

坂
を
湯
屋
谷
に
下
り
る
。
宗
円

翁
生
家
で
宗
円
さ
ん
の
里
づ
く

り
会
の
方
々
に
出
迎
え
ら
れ
淹

れ
て
い
た
だ
い
た
新
茶
は
、
い

つ
も
と
一
味
も
二
味
も
違
っ
て

美
味
し
か
っ
た
で
す

　

茶
宗
明
神
社
に
完
走
祈
願
し

た
後
、
一
路
大
福
に
上
が
り
松

峠
か
ら
奥
山
田
川
上
へ
。
こ
の

コ
ー
ス
で
一
番
の
難
所
を
乗
り

越
え
て
正
午
前
に
遍
照
院
に
到

着
。
番
茶
を
い
た
だ
き
徳
川
家

康
が
一
服
し
た
と
い
う
古

い
に
し
えに
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
食
べ
た
お
に

4

4

ぎ
り

4

4

の
味
は
格
別
で
し
た
。

　

午
後
は
、
朝
来
た
松
峠
を
戻
り

大
福
集
団
茶
園
か
ら
時
雨
谷
峠

を
越
え
て
禅
定
寺
へ
。
建
藤
神

社
で
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
、
こ

ぶ
と
り
の
神
様
で
有
名
な
猿
丸

神
社
で
宮
司
さ
ん
か
ら
鴨

か
も
の

長ち
ょ
う

明め
い

と
猿
丸
太
夫
の
話
し
を
お
聞
き

　もう７月。１年の半分が過
ぎました。年齢を重ねると時
間が早く過ぎるとはよく言い
ますが、本当に早く感じます。
　「ジャネーの法則」という
ものらしく、やはり「時間の
心理的長さは年齢に反比例
する」ようです。「10歳の１年
に比べて、30歳の１年は１／３
に感じる」とか。
　転がるように早く過ぎる時
間に、歯止めをかけるべく、
目新しいことには飛びついて
いきたいと思います。

（Ｋ）　

　

ハ
イ
キ
ン
グ
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くとうてん

（135）茶
さ

論
ろ ん

■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

弦川ヨシエさん　（85歳）

おじいさんと仲良く。たまにはケン
カも。いい刺激になります。気まま
に生活できていることがいいのか
もしれませんねぇ。

元気のヒケツに登場する80歳以上の方を募集中　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便または
Ｅメールでお送りください。ご希望があれば、広報担当者が写真撮影に伺います。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。

元気のヒケツ。 わが家のアイドル。

坂本　姫
き

羅
ら

ちゃん　（10か月）

我が家のいたずらっ子（∀）
これからも元気に育ってね！

時田　京
きょう

果
か

ちゃん　（２歳）

京果ちゃんお誕生日おめでとう
いつも笑顔をありがとう

す
る
。
こ
ぶ

4

4

の
御
神
木
で
足
腰

を
な
で
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ

て
禅
定
寺
川
沿
い
に
下
る
。
予

定
の
午
後
４
時
頃
に
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
に
無
事
に
帰
着
し
ま

し
た
。

　

７
時
間
の
長
丁
場
で
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
き
つ
い
坂
道
も
あ
り

ま
し
た
が
健
脚
コ
ー
ス
に
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
て
い
る

の
か
足
取
り
が
軽
や
か
で
全
員

ゴ
ー
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
発
前
の
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
の
時
に
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
の
や

り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
家
に

帰
っ
て
早
速
、
お
風
呂
に
入
っ

て
温
ま
り
、
冷
た
い
シ
ャ
ワ
ー

を
足
に
掛
け
一
日
の
疲
れ
を
い

や
し
ま
し
た
。

　

行
く
先
々
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
方
々
、
一
緒
に
楽
し
く

歩
か
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　
　

奥
田　

光
治
）

福祉バス　８月１日　　から

運行ルート拡充
「符作地域」と「切林地域」へ
運行します。

新時刻表の配布
　運行ルート拡充後の「時刻表・運行ルート図」は７月中
旬に全戸へ配布します。併せて、役場や総合文化センター
など、公共施設に備付けします。

■問企画・財政課（☎88－6632）

水

拡充する
運行ルート

南
ルート

「隠谷地域」へ運行します。北
ルート

今年の夏休みは
エコな　おでかけ！

　地球にやさしいノーマイカー促進事業

エコ・バスファミリー
７月21日▶８月26日

大人１人分の運賃で
同伴の小学生以下２人まで 無料

■問企画・財政課（☎88－6632）

　町内発着の京阪宇治バスの路線
バスで、降車時に指定のチケット
を運賃箱に入れると、大人１名の
運賃で同伴の小学生以下２名まで
の運賃が無料になります。
　チケットは、事前に町内の小学
校で児童に配布します。また、役
場、総合文化センターにも備付け
ます。

チラシからチケットを切り
取ってお使いください。

「茶ッピーでみんながハッピーに」
茶ッピープロジェクト始動

　まちには、さまざまな協働のカタチがあります。そんな協働のまちづくり
に汗を流す皆さんの活動や取組を紹介するのがコラボスタイルです。

協働のカタチ

　

こ
の
ほ
ど
、『
ま
ち
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
茶
ッ

ピ
ー
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
が
始
動
し
ま
し
た
。

茶
ッ
ピ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
、
宇
治
田
原
町
の
魅
力

発
信
の
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
広
く
活
用

す
る
方
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
住
民
と
町
職
員
か
ら
な
る
８
名
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
６
月
に

は
２
回
、
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
な
ぜ
、

茶
ッ
ピ
ー
は
有
名
に
な
れ
な
い
の
か
」「
ど

う
し
た
ら
有
名
に
な
れ
る
か
」
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
ま
で
発
信

が
少
な
か
っ
た
」
こ
と
な
ど
の
課
題
を
踏
ま

え
て
、「
ま
ず
住
民
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
設
定
」
を

し
、
そ
の
う
え
で
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
・

商
品
製
作
等
を
展

開
し
て
い
く
」
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

「今どきかわいいだけではダメ」
「親衛隊を結成」「大家族の設定
を」「町の顧問に就任」などユニー
クな意見も。アルファベット表
記 は「Chappy」 に。「Happy」

（ハッピー）の前に「Ｃ」を付け
たら茶ッピーになります。

運行車両の変更
　新ルートを運行するため
に現行のマイクロバス２台
のうち、１台をワゴン車に
小型化します。併せて、各
運行ルートを走行する車両を固定します。
　▶南ルート＝ワゴン車
　▶北ルート＝マイクロバス（写真の車両）


